
協
会
員

4
,0
0
0
メー
トル
以
上
の
長
距
離
圧
送
を
可
能
に
し
た
、再
生
資
材
に
よ
る
背
面
空
洞
充
填
工
法

ス
ペ
ー
ス
ロ
ッ
ク
S
R
-L
G
工
法

N
ET
IS
:N
O
.H
K
-1
20
03
7-
A

A
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C
:N
O
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■
 取
扱
い
上
の
注
意
事
項

1.
 保
護
メ
ガ
ネ（
ゴ
ー
グ
ル
）、
ゴ
ム
手
袋
、防
塵
マ
ス
ク
等
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
 肌
の
露
出
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

3.
 万
一
、目
に
入
っ
た
場
合
は
、き
れ
い
な
水
で
15
分
以
上
洗
浄
し
、直
ち
に

 
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

4.
 皮
膚
に
つ
い
た
場
合
も
き
れ
い
な
水
で
十
分
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

 
炎
症
を
起
こ
し
た
場
合
は
、直
ち
に
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

5.
 低
温
時
で
の
保
管
は
凍
結
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

 
0℃
以
下
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

6.
 使
用
後
は
缶
を
密
閉
し
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

7.
 御
飲
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 
御
飲
し
た
と
き
は
、直
ち
に
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

8.
 廃
棄
に
つ
い
て
。

 
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
本
容
器
を
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

 
本
材
及
び
容
器
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に

 
処
理
を
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。　

S
P
A
C
E
 R
O
C
K
 A
S
S
O
C
IA
T
IO
N

※「
矢
板
工
法
ト
ン
ネ
ル
の
背
面
空
洞
注
入
工
設
計
・
施
工
要
領
」に
準
拠
　

　
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
・
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
・
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社（
N
EX
CO
東
日
本
・
N
EX
CO
中
日
本
・
N
EX
CO
西
日
本
）

　
平
成
18
年
10
月
、一
部
加
筆
修
正

■
 可
塑
性
に
関
す
る
規
格
※

項
目

流
動
性

強
度

比
重

非
漏
出
性

水
中
分
離
抵
抗
性

非
収
縮
性

規
格
項
目

フ
ロ
ー
値（
静
止
時
）

フ
ロ
ー
値（
打
撃
時
）

一
軸
圧
縮
強
度

比
重

隙
間
へ
の
非
漏
出
性

濁
度

pH

収
縮
量

規
格
値

フ
ロ
ー
値
：
80
～
15
0㎜
　
60
分
後
10
0㎜
以
下

フ
ロ
ー
値
：
13
0～
20
5㎜
　
60
分
後
17
0㎜
以
下

σ
28
：
1.
5N
/㎟
以
上

エ
ア
系
以
外
：
11
～
15
K
N
／
㎥

60
分
経
過
後
に
お
い
て
5㎜
以
下
の
隙
間
に
完
全
流
出
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

分
光
光
度
計
に
よ
り
測
定
光
透
過
率
の
値
に
よ
り
、濁
り
具
合
を
確
認
す
る
。

水
槽
内
に
注
入
材
を
投
入
す
る
前
の
水
の
測
定
値
の
増
減
比
率
が
±2
％
で
あ
る
こ
と
。

注
入
直
後
か
ら
60
分
経
過
後
の
pH
測
定
比
率
が
±1
0％
で
あ
る
こ
と
。

28
日
硬
化
後
の
収
縮
量
が
2㎝
以
下
で
あ
る
こ
と
。

S
R
協
会
事
務
局

〒
59
6-
00
01
　
大
阪
府
岸
和
田
市
磯
上
町
3丁
目
22
-7

TE
L：
07
2-
43
2-
57
50
　
FA
X：
07
2-
43
2-
58
29

E-
m
ai
l：
ns
k-
sr
@
pa
r.o
dn
.n
e.
jp

U
RL
：
h
tt
p
:/
/w
w
w
.s
r-
ky
o
u
ka
i.
jp

SR
-L
G
工
法
と
は
、石
炭
火
力
発
電
所
の
発
電
時
に
発
生
す
る
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

（
Fl
ya
sh
）を
細
骨
材
と
し
て
再
利
用
し
た
、非
エ
ア
ー
系
可
塑
性
グ
ラ
ウ
ト
材
で

ト
ン
ネ
ル
等
の
背
面
空
洞
充
填
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

充
填
材
料
を
長
距
離
圧
送
す
る
際
の
流
動
性
を
確
保
し
つ
つ
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

亀
裂
や
隙
間
か
ら
の
漏
出
を
抑
え
、空
洞
を
隅
々
ま
で
充
填
し
構
造
物
と
一
体
化

す
る
こ
と
で
耐
久
性
を
高
め
ま
す
。ま
た
、高
い
水
中
不
分
離
性
を
有
す
る
の
で
、

湧
水
や
溜
ま
り
水
・
流
水
の
あ
る
現
場
に
最
適
な
工
法
で
す
。



配管により水路トンネルへ

アジテータ車で道路トンネルへ

2
0
0
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4
,0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
長
距
離
圧
送
を
可
能
に
し
た

再
生
資
材
に
よ
る
背
面
空
洞
充
填
工
法

■
 S
R
-L
G
工
法
の
特
長

1 
超
長
距
離
の
圧
送
可
能（
実
績
：
4,
00
0m
）

・
可
塑
性
グ
ラ
ウ
ト
材
は
非
エ
ア
ー
系
の
た
め
、長
距
離
圧
送
が
可
能
で
す
。

坑
外
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
に
不
都
合
な
立
地
や
ア
ジ
テ
ー
タ
車
が
使
え
な
い

小
断
面
ト
ン
ネ
ル
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

2 
坑
外
プ
ラ
ン
ト
で
の
施
行
可
能

・
主
材
、可
塑
化
材（
液
体
）を
坑
外
プ
ラ
ン
ト
よ
り
圧
送
可
能
。

・
主
材
は
長
時
間
単
体
で
の
硬
化
を
し
な
い
た
め
、圧
送
中
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
い
。

3 
環
境
に
優
し
い

・
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、資
源
の
有
効
利
用
に
な
り
ま
す
。

※
政
府
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
観
点
に
基
づ
き
地
球
環
境
を
意
識
し
た

　
再
生
資
源
配
合
に
よ
る
背
面
空
洞
充
填
を
実
現
し
ま
し
た
。

4 
高
品
質
を
確
保

・
矢
板
工
法
で
建
設
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
亀
裂
や
隙
間
か
ら
の
漏
出
を
抑
え
、

空
洞
を
隅
々
ま
で
充
填
し
構
造
物
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
耐
久
性
を
高
め
ま
す
。

・
高
い
水
中
不
分
離
性
を
示
し
、流
水
中
で
の
作
業
も
容
易
に
で
き
ま
す
。

・
湧
水
や
溜
ま
り
水
・
流
水
の
あ
る
現
場
に
最
適
な
工
法
で
す
。

・
道
路
・
導
水
路
ト
ン
ネ
ル
を
問
わ
ず
広
い
分
野
で
の
背
面
空
洞
充
填
を

実
現
し
ま
す
。

5 
作
業
環
境
の
改
善

・
坑
外
に
プ
ラ
ン
ト
設
置
す
る
こ
と
や
可
塑
材
が
液
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

坑
内
で
の
作
業
環
境
で
の
粉
塵
等
の
発
生
が
少
な
く
押
さ
え
ら
れ
ま
す
。

6 
安
全
性
の
向
上
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減

・
構
造
物
の
強
度
や
耐
久
性
が
向
上
す
る
こ
と
で
、利
用
者
の
安
全
を
担
保
し

構
造
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

ア
ジ
テ
ー
タ
車
に
よ
る
施
工

フ
ロ
ー
試
験

水
中
分
離
抵
抗
性
試
験

水
に
希
釈
さ
れ
ず
材
料
分
離
抵
抗
性
が
大
き
い

全
自
動
プ
ラ
ン
ト

4,
00
0m
圧
送
試
験

セ
メ
ン
ト

kg 40
0

●
矢
板
工
法
で
建
設
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
の
覆
工
背
面
充
填
工
事
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

●
道
路
、鉄
道
、導
水
路
等
の
覆
工
背
面
充
填
工
事
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

●
液
状
化
対
策
工
事
、護
岸
工
事
な
ど

■
 配
合
例

可
塑
材
Ａ（
50
㍑
） 

可
塑
材
Ｂ（
50
㍑
） 

フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

kg 40
0

Ｌ
Ｇ
－
３

kg 0～
8

混
練
水

kg

58
7～
59
1

Ｌ
Ｇ
－
１

kg 3

混
練
水

kg 47

Ｌ
Ｇ
－
２

kg 20

混
練
水

kg 35

Ｓ
Ｒ
-L
G
  1
㎥
あ
た
り

■
 物
性

目
標
物
性

測
定
例

JH
Sフ
ロ
ー（
㎜
）

80
～
15
0

90

密
度（
K
N
/㎥
）

11
～
15

14
.8

圧
縮
強
度（
28
日
）（
N
/㎟
）

1.
5

2.
0

物
性
例（
20
℃
）

主
材
(9
00
㍑
）

品
名

Ｌ
Ｇ
－
１

Ｌ
Ｇ
－
2

Ｌ
Ｇ
－
3

■
 材
料
特
性

用
途

主
成
分

ポ
リ
マ
ー
系
可
塑
材

無
機
系
可
塑
材

特
殊
粘
度
低
減
材

比
重

1.
05

1.
32

2.
20

荷
姿

18
kg
缶

23
kg
缶
／
26
4k
g缶
／
92
4k
gコ
ン
テ
ナ
　
・
LG
－
2P
（
粉
体
20
kg
／
袋
）

8k
g袋
 ・
 2
0k
g袋

②
作
液
し
た
主
材
を
ア
ジ

テ
ー
タ
車
で
ト
ン
ネ
ル
坑

内
へ
運
搬
。　

③
運
搬
し
た
主
材
を
モ
ル

タ
ル
ホ
ッ
パ
ー
へ
投
入

し
、圧
送
。　

④
可
塑
化
材
台
車
よ
り
可

塑
化
材
を
圧
送
。　

⑤
主
材
と
可
塑
化
材
を
注

入
口
付
近
の
混
合
ユ
ニ
ッ

ト
に
て
混
合
し
空
洞
注
入

を
実
施
。

②
作
液
し
た
主
材
を
配
管
に
よ
り
長
距
離
圧
送

し
、ト
ン
ネ
ル
坑
内
へ
運
搬
。　

③
可
塑
化
材
台
車
よ
り
可
塑
化
材
を
圧
送
。　

④
坑
外
よ
り
圧
送
さ
れ
た
主
材
と
可
塑
化
材
を

注
入
口
付
近
に
て
混
合
し
空
洞
注
入
を
実
施
。

■
 施
工
方
法

坑
外
仮
設
プ
ラ
ン
ト

道
路
ト
ン
ネ
ル

小
断
面
ト
ン
ネ
ル

①
現
地
仮
設
プ
ラ
ン
ト
に
て
フ
ラ
イ

ア
ッ
シ
ュ
・
セ
メ
ン
ト
・
水
を
加
え
た

主
材
を
作
液
。

※
使
用
す
る
材
料
に
よ
り
物
性
が
変
動
し
ま
す
の
で
、事
前
に
配
合
試
験
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｇ
－
３
に
つ
い
て
は
注
入
条
件
に
よ
り
適
量
の
添
加
が
必
要
で
す
。

Ｌ
Ｇ
－
３
添
加
量
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｒ
協
会
ま
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。


